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封筒のメッセージが返送率に与える影響

所属名｜茨城県つくば市役所

政策イノベーション部 統計・データ利活用推進室

（つくばナッジ勉強会事務局）

報告者｜主任 金野理和

実施フィールド｜つくば市役所 福祉部社会福祉課

pln011@city.tsukuba.lg.jp



2

避難行動要支援者名簿 社会福祉課

http://www.bousai.go.jp/taisaku/hisaisyagyousei/youengosya/h25/hinansien.html

事業概要

東日本大震災の教訓を踏まえ、市町村に作成が義務付けられた

災害時には、この名簿を活用して安否確認や避難支援を実施

東日本大震災の教訓

 被災地の死者数の 約６割が 65歳以上の高齢者

障害者の死亡率は被災地全体の死亡率の 約２倍

名簿に登録される方

• 要介護認定３～５
• 身体障害者手帳１級or２級の第１種
• 療育手帳ⒶorAの知的障害者
• 精神障害者手帳１級の単身世帯
• 市が判断する方（独居等）



事業概要

民生委員等

「支援者」

市役所 個人情報提供

同意あり

同意なし

【災害時】



【平常時】

事業概要

民生委員等

「支援者」

市役所 個人情報提供

同意あり

同意なし

◎

×
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事業概要

【平常時】の個人情報提供について、郵送で意向確認

市役所

返送率40％ 約9割同意する

同意書に意向を
書いて返送

• 説明文
• 同意書様式
• 返信用封筒

名簿に載っている方
要支援者
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事業概要

返送率をあげる

平常時の個人情報の提供について

「同意する」を増やす
同意する＝対象者数×返送率×同意率0.9



返送しよう
同意書を

書こう

同意書を

書く

ポストに

行く

7

要支援者の方が

通知を受け取ってから同意書を返送するまで

行動プロセスマッピング

通知が届く 開封しよう 読もう 理解する

気が付かない ややこしくて
読む気にならない

理解できず
書く気にならない

困難・面倒



返送しよう
同意書を

書こう

同意書を

書く

ポストに

行く

通知が届く 開封しよう 読もう 理解する
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気が付かない

理解できず
書く気にならない

困難・面倒

行動プロセスマッピング

封筒にナッジ！
開封を促す
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ナッジの内容

従来の封筒

〒305-8555
つくば市研究学園1-1-1

筑波太郎様
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ナッジの内容

ナッジ活用封筒

〒305-8555
つくば市研究学園1-1-1

筑波太郎様

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

シンプルかつ明確に伝える：短く

印象的・魅力的にするため：囲む
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ナッジの内容

メッセージは３種類

【動作指示の明確化】

〇年〇月〇日までにご返送ください

【パーソナライズ】

〇〇さまに大切なお知らせです

【利得の強調】

避難支援を受けられる可能性があります
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ナッジの提供方法

対象者 851名 ランダム化比較試験（層別）

名簿に登録された理由 人数 割合％

要介護 577 67.8

療育手帳 140 16.5

身体障害者手帳 125 14.7

精神障害 009 01.1

851名の内訳

247名 新しく名簿に掲載された方 2020年11月発送 604名 過去の未返送者 2021年１月発送
※851名うち６名は死亡等の理由で対象外

統制群
211人

動作指示
212人

ﾊﾟｰｿﾅﾗｲｽﾞ
210人

利得
212人
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倫理チェック
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倫理チェック

チェックリスト17 事前のインフォームド・コンセント
市のホームページに実証を行うことを掲載

チェックリスト14 調査・研究協力者の不利益の回避
ネガティブな影響があった群には電話や再通知

チェックリスト20 途中でやめる権利の保障
担当部署も明記し質問や要望を受け付ける体制を確保
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結果

39.8%

52.8%

37.6%
33.0%

統制群 動作指示 パーソナライズ 利得

〇月〇日までに
ご返送ください

〇〇さまに大切
なお知らせです

避難支援を受けられ
る可能性があります

メッセージなし

有意差あり 有意差なし 有意差なし

検定方法（母比率の差の検定、右側片側(1.64<z)、有意水準５％）

+13 ポイント
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結果

封筒に返送期限を印字

返送率の向上に寄与

＝
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社会実装 2021年6月11日までにご返送ください

37.7%

64.2%

ナッジ前 2020年4月 ナッジ後 2021年6月

₊26.5ポイント

封筒に返送期限を印字したほか、
通知文を改善し、電子回答も導入



18

費用対効果

未返送者全員の意向確認を戸別訪問で行うとしたら

93

54

メッセージなし 動作指示

約39日分の業務を削減
人件費換算 約113万円

戸別訪問・所要日数の補足

 戸別訪問は主任級職員２名が行う
 年間の新規対象者は900人
 未返送率は
メッセージなし(ナッジ導入前)62.3%
動作指示(ナッジ導入後)35.8%

 1日に訪問できるのは６戸

日

日
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費用対効果

１年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後

39日 39日 39日 39日 39日

費用（初年度）

ナッジ検討に２日

効果（削減できるもの）

39日×５年＝1195日１

113万円×５年＝ 565万円1
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まとめ

 効果検証 封筒に返送期限を入れて返送率13ポイント向上

 社会実装 返送率は64.2％（ナッジ前＋26.5）

 Ｒ3年度~ 他分野への応用、庁内展開

封筒のメッセージが返送率に与える影響
避難行動要支援者の同意書の返送率の向上
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ご清聴ありがとうございました

茨城県つくば市


